
ご使用の前に必すこの取扱説明書

をよくお読みの上s正 しくお便い

ください。

また、本書は大切に保宙してくだ

さい。

取りはすしてある部品は、本書を

よく読んで取り付けてください。

本品を他のお督様にお譲りになる

ときは、必す本書もあわせてお頑

しください。

イラストは
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このたびは、コンビ製品をお求めいただき、ありがとうございます。

ご使用になる前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、正 しくお使いください。

この取扱説明書は必ず保管 してください。

この製品は一般家庭で乳幼児を乗せ、外気浴、日光浴、買い物等に使用するための一人乗り乳母車(ベ

ビーカー)です。

対象年齢      :生 後 7ヵ 月以上満 2才 まで

望ましい連続使用時間 :1時 間以内

△ 警 告 取り扱いを誤ると、重大な事故につながる恐れがあります。

乳幼児が落ちたリベビーカーが折 りたたまれる恐れがあります。

開閉ロック
が下がって
間に空きが
ない。

開閉 ロック

が上がって

間に空 きが

ある。

●開閉構造が確実にかかっていること (完全に開

いた状態であるか)を 確認 してから使用 して く

ださい。

●階段 ・エスカレーター ・段差等のあるところで

は使用 しないで ください。 また砂場、砂浜、河原、

ぬかるみ等の悪路では使用 しないで ください。

●乳幼児を乗せたままベ ビーカーを持ち上げない

で ください。手がすべったり、フロン トガー ド

がはずれたりする恐れがあ ります。

●破損、異常が発生 した場合は、必ず修理を受け

てください。そのまま使用しますと、重大な事

故につながる恐れがあります。当社のお客様相

談室にご連絡 ください。

日1ックが解除されている



●般ベル ト・腰ベル トを必ず締め

さい。

●ベ ビーカーに同時に二人以上の

り、乳幼児をシー ト以外の とこ

ください。

ベビーカーが転倒 して乳幼児が落ちる恐れがあります。

乳幼児が落ちる恐れがあります

て使 用 して くだ

乳幼児を乗せた

ろに乗せないで

●乳幼児をベ ビーカーの中で立たせないで くださ

い 。

●乳幼児を乗せているとき、カゴ以外のところに

荷物を乗せたり、つるしたりしないでください。

ベビーカーが動き出したり、
転倒する恐れがあります。

●乳幼児や荷物を乗せたと

過信 しないで ください。

ス トッパーを

●乳幼児を乗せたままベビーカーから離れないで

ください。

●ご使用中にハン ドルによりかかったり、

荷重をかけないで ください。

過度の

●ベビーカーは空車であっても坂の途中、草道に近い

歩道上など危険な場所に放置しないでください。



△、 】主 ,ま 取 り扱いを誤ると傷害を負つたり故障の原因となる恐れがあります。

●シートを取りはずしたまま乳幼児を乗せないでください。

すき間に手や足等をはさむ恐れがあります。

●幼児、子供にベ ビーカーを操作 させないで ください。

転作」や思わぬ事故につなが ります。

●ベ ビーカーの開閉や リクライエング操作時には他人に触れさせないで ください。

指をはさんだりする恐れがあ ります。

0空 車であつてもフロン トガー ドを持って持ち運ばないで ください。

ベビーカーが急に折りたたまれたり、フロントガー ドがはずれたり、手がすべって落下する恐

れがあります。

●フロン トガー ドを引っぱつて使用 したり、A、りまわ したりしないで ください。

破損の恐れがあ ります。

●フロン トガー ドには過度の力を加えないで ください。

また必要以上に広げたりしないで ください。

●乳幼児を乗せる以外の 目的で使用 しないで ください。

目的外の使用では破損等の恐れがあります。

●ベ ビーカーに大人が腰かけたり、過度な荷重を加えないで ください。

破損、故障の原因とな ります。

●ベ ビーカーを押すときは歩いて ください。

走るとキャスターの動 きが悪 くなったり、事故につながる恐れがあります。

●買い物カゴには 5 kg以上の荷物を入れないで ください。破損の原因となります。

●踏切 りを渡るときはできるだけ線路に直角に進んで ください。

ななめに渡ると車輪をとられたり線路の溝に車輪がはさまる恐れがあります。

●雪が積 もっているところや凍結 したところなどすべ りやすい路面では使用 しないで ください。

ベビーカーだけでな く保護者 も転律」する恐れがあります。

●風の強いときには使用 しないで ください。

勝手に動き出したり、転倒する恐れがあります。

0雷 のときは使用 しないで ください。

落雷の恐れがあります。

●火の近 くや高温になる場所での放置、保管は避けて ください。

故障、変形の原因とな ります。

●荷物等を重ねたり、圧力が加わるような状態で保管 しないで ください。

故障や変形の原因になります。

●危険ですからむやみに改造、分解をしないで ください。

●ご使用の前に、ネジやナッ トがゆるんでないかチェックして ください。

a



梱包時には「買い物カゴ」「ガードキヤップ」「ショルダーストラップ」は取

りはずしてあります。

JL-369は「股ベルトカバー」と「日除け」も取りはずしてあります。

手元回ック
スライダー

日除け
」L-299

着丹克シート

方ド琳帽父燃
アームレスト

フロントガード

自動フック

ステップ

手元操作部

ハンドルグリッブ

日除けジョイント

日除けホルダー

(本体側)

折りた
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バックル
__      ガ ー ドカバー
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(左右)
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ショルダー

ストラップ

索

日除けレバー

自立スタンド



●自動フックを上に引っぱってはずします。

手元ロックスライダーは必ずロックしてください。

●

自動フック

の 自動フックがはずれたら、ハン ドルグリップを握 り、手

首を外に回して開きます。グリップを逆手で持つと操作

が楽です。

※この状態で腰ベル トが

はみ出していたり開閉

ロックにひっかかった

')していないかを確認

して ください。 もしは

み出しやひっかか りが

あれば0に 移る前にべ

ル トをシー ト内側にひ

っぱって ください。

0ハ ン ドルグリップを持ち上げるようにしますと、開きは

じめます。開 くと自立スタン ドは自動的に収納 されます。

△ 生
Ｈ

●開閉ロックがかかっていないときは、そのまま使用し

ないで ください。急に折 りたたまれる恐れがあります。

ロックされている〔走行のとき〕 ロックが解除されてtるヽll fりたたむとき)

開閉 ロック

が下がって

間に空 きが

ない。

開閉 回ック

ある。

●手元ロックスライダーを必ずロックして使用してくだ

さい。無意識に折 りたたみレバーを握ったときなど、

急に折 りたたまれる恐れがあります。

/ が 上がって
ム‐

間に空きが

●開 くときは他人に触らせないでください。手をはさむ恐れがあります。

●子供に操作をさせないで ください。転倒や思わぬ事故につながる恐れがあります。
△注意|:蕊好弊温跳完と続たЪ群増遣怒温忌、尚だ↓;5Tま揺だ朽官ポ、ょぅにしてく

ださい。変形、破損の原因となります。



〔」L-299〕
日除けジョイン トを内側にひねると日除けは取 りはずせ

ます。取付けるときは日除けジョイン トの上下を確かめ

日除けホルダーに当て外側に回転させるようにして取 り

付けます。

日除けの角度は調節できますが、下ろしたままお子さま

を乗せないで ください。破損の原因となるだけでな くお

子さまも大変不快です。 ホルダー

日路部す

〔」L-369〕

取 り付けるときは日除けの前後を確かめて、日除けジョ

イントを日除けホルダーに確実に差 し込んで ください。

次の図のように左右各 2個 のホックをとめてください。

使用するときは●日除けを前にひろげ、0日 除けレバー

の関節部を押し下tずてください。
ベビーカーを折りたたむときは0日 除けレバーの関節部

を押し上げ0日 除けを後側にまとめます。

日彫卜け
ジョイント ホック

日路部す
ホルダー

〔荷物について〕

●できるだけカゴ底に均等に荷重が加わるようにのせてくださ

い 。

●ベビーカーの破損や荷物のつぶれの原因になりますから折 り

たたむときは荷物を取 り出してください。

●荷物の出し入れは後上部で行ってください。

0図のようにカゴ後部左右の固定用フックを腰ベルト後端の筒

状のすき間(武己pに 上から差し込みます。

の図のようにカゴ前部の固定用ベルトをシート側部のアルミフ

レームにホックで左右とも固定 します。

●

取りはずす場合はホックをはずしてから0日 除けジョイ

ントの下端をつまみながら、0引 き抜いてはずします。

●保管の際には、日除けの変形を防 ぐため、横向きにねかせたり、上

に荷物等を重ねたりしないでください。また高温になる場所での保

管もおやめ ください。

●5 kg以上の荷物はのせないで ください。

●角のとがった物はのせないでください。

破損の原因となります。

やしこミれの原因となります。



フロントガードを開くとお子さまの足がヨ|つかからず乗せ降ろしが楽にできます。

●フロントガードの取り付け万

正面か ら見て「
C'MBIヲ ンン 」の文字が正

しく見えるようにアームレス ト上面前端の穴

に差 し込み ます。確実に固定されたか引つぱ

って確認 して ください。

C,MBI夕 移移
文字が正しく見えるように。

●フロントガードの開き方

●フロントガード上端ブルーのオープンボタンと下端オレンジのロッ

クレバーを同時に押 し、アームレス トからフロン トガー ドを引き

抜きます。

フロン トガー ドは、ブルーとオレンジのボタンを同時に押さなけ

ればはずすことができません。

フロン トガー ドは左右どちらからでも開 くことができますが、操

作は片側ずつ行って ください。

の手を放せばフロン トガー ドが自然に下がります。

フロン トガー ドをはずしてご使用になるときは必ず付属のガー ド

キャップでフタをして ください。ガー ドキャップをはずすときは

ガー ドキャップを下から押 して抜き取 ります。

●ガー ドカバーの取り付け万

フロン トガー ドにガー ドカバーをかぶせ、マジックテープを合わせ

ます。フロン トガー ドを正 しくお使いいただくために、フロン トガー

ドとガー ドカバーのコンビのマークの上下を合わせてください。

△
警
告

0フ 回ン トガー ドに関係なくお子さまを乗せるときは必ずシー トベル トを締めてください。フロン トガー

ドは抜け出しや立ち上がりを防 ぐものではありません。

●ガー ドキャップはお子さまが飲み込まないように十分注意 してください。窒息などの恐れがあります。

●オープンボタンはお子さまには操作させないでください。落下等の恐れがあります。

△
注
意

●フロン トガー ド、ガー ドキャップが確実に取 り付けられたか確認 してください。取 り付けが不完全です

とお子さまがアームレス ト前端の穴に指を入れケガをする恐れがあります。

●フロン トガー ドの片側をはずした状態でフ回ン トガー ドを引っぱって使用したり、しS、りまわしたりしな

いでください。破損の恐れがあります。

●フロン トガー ドには過度の力を加えないで ください。また、必要以上に広げたりしないでください。故

障、破損の恐れがあります。

●フロン トガー ドを取り付けるときには、必ず正面から見て「
C'MBIヲ ンン 」の文字が正 しく見えるよ

う↓ヨ取リイ寸けてください。

●フロン トガー ドをつかんで持ち運しSミことは、お子さまを乗せているときはもちろん、空車のときであっ

ても避けてください。手がすべったり、フロン トガー ドがはずれたりすると危険です。

ォーランボタン

ロックレバー



●左右の後車輪の内側にある、ス トッパーを下におろせ

ばス トッパーのロックがかかります。

ベビーカーを軽 く前後に動かして、ス トッパーが正 し

くかかっているか確認 してください。

●解除するときは、ス トッパーを上げて ください。

ストッパー

●お子さまや荷物を乗せたときにはス トッパーを過信 しないでください。 ス トッパーをかけていても動

き出したり、転倒する恐れがあります。

●お子さまを乗せたままペビーカーから離れないで ください。

ベビーカーが動き出したり転倒する恐れがあります。

●ス トッパーは左右ともかけて使用して ください。          `

ベビーカーが動き出したり転倒する恐れがあります。

●空車であってもベビーカーから離れるときは必ず左右ともス トッパーをかけて ください。

ス トッパーが不完全ですと動き出すことがあります。

キャスター回ックレバーを図●のように下げますと、回

ックが解除され車輪が自由に動き、方向転換が楽になり

ます。固定させる場合はキャスター回ックレバーを図0

のように進行方向に対 して真後ろになる位置で上げます

とロックされます。

また、折 りたたむ時はキャスターを左右とも固定してく

ださい。

●

※キャスターを固定 しないと折 りたためない構造になっています。



ここでは、股ベル トと腰ベル トを合わせてシー トベル トと呼びます。

お子さまを乗せるときは必ずシー トベル トを締めてください。

またシー トベル トを締めていても、万一の抜け出しや、立ち上が りに対 して

は十分注意 して ください。

下図の(⊃ 部のボタンを押すと左右の差 し込みバックルが抜け

ます。シー トベル トを締めるときは般ベル トのバックルに左右

の差 し込みバックルを確実に差 し込んで ください。

また腰ベル トを引っぱつてはずれないか確認 してください。

長さ調整のときに差 し込みバックルを取 りはず し

た場合は、下図のとおりに確実に取 り付けて くだ

さい。

腰ベルトー十~

差し込みバックル

月受′ミルト

「JL-369」の股ベルトカバーの取り扱いにつしヽて

●ベビーカーご使用時は、股ベル トに般ベル トカバーをかぶせてく

ださい。

●構造上はずれやすい部品です。紛失には十分ご注意 ください。

腰ベルト 月受/ミルト

月受ベルトカバー

△
警
告

●お子さまを乗せるときは必ずシー トベル トを締めてください。

締めずに乗せるとお子さまが落ちる恐れがあります。

●できるだけたるみを取ってしつかりと締めてください。たるみが多いとお子さまが抜け出したり立ち上

がったりする恐れがあります。

●腰ベル ト、差 し込みバックル、股ベル トは確実に取 り付けてください。

取 り付けが不完全ですと使用中にはずれてお子さまが落ちる恐れがあります。

●腰ベル トは先端まで 3cm以上、般ベル トは先端まで 5cm以上残 してください。

先端までの長さが短いと使用中にはずれてお子さまが落ちる恐れがあります。

●やしヽミれやほつれの発生 したベル トはそのまま使用しないで ください。

使用中に切れてお子さまが落ちる恐れがあります。



(取りはずし方〕
●股ベル トから腰ベル トをはずします。

●シー ト前端部の袋状の部分をベース座面からはずし、

シー ト裏面とベース座面をつなぐファスナーをはずし

ます。

●背もたれ左右00の 4ヵ所のホックをはずします。

●0の フックを上に引き抜いて、シー トをはずします。

洗濯の時は背板を抜き取ってください。

〔取り付け万〕
●背板をシー トに入れます。

●背もたれ左右の0の フックを上からかけ、ののホック

をとめます。

●●のホックはリクライエングベル トの上からかぶせる

ようにしてとめます。

●シー ト裏側とベース座画のファスナーをとめます。

●股ベル トを着脱シー トの穴に通 します。

●シー ト先端部の袋状の部分をベース座面にかぶせます。

0フ ック

ホック

袋状部分

股ベルト通し穴

ファスナー

ベース座面

△
警
告

●シー トを取 りはずしたままお子さまを乗せないでください。転落 して重大な事故につながる恐れがあり

ます。

●シー トを取 り付ける際に、ホック類を確実にセッ トしてください。取 り付けが不完全ですと、使用中に

はずれてお子さまが転落する恐れがあります。

●やvSミれやほつれの発生 したシー トはそのまま使用しないでください。中のワタをお子さまが飲み込んだ

り、使用中に切れてお子さまが転落する恐れがあります。



〔背もたれを倒すとき〕

リクライエングパックルを起こしながら左に移動させ

ます。

〔背もたれを起こすとき〕

リクライエングベル トを右に引っぱ ります。

●危険ですからベビーカーを押 しながら操作 しないでください。

●お子さまを乗せたまま操作するときは急にリクライエング角度が変わらないよう十分にご注意 ください。

〔取り付け万〕

(ベビーカーをひろげた状態で取り

付けます。)

0シ ョルダーストラップ下端のバ

ックルをペビーカーの座面豪側の

固定ハリレトに通し、 図のようにと

めます。(文字のある側が表です。)

0シ ョルダーストラップの上端の 2本のベル トを図のようにハ

ンドルグリップに巻き、ホックでとめます。この際、「左右のハ

ンドルグリップに分ける」「右側にまとめる」「左側にまとめる」

という取り付け方ができます。肩にかけやすい位置に取り付け

てください。(ストラップがねじれないように取り付けてくださ

い。)

0ベ ビーカーを折りたたみ、肩にかけやすい長さにバックルで

調節します。

※ショルダース トラップを使用しないときは、ハン ドルグリップからはずし、買い物カゴの

中に収納 してください。この時、三角形のパックルを買い物カゴ上端にかけておくと再ぴ

使用する際取 り出しやす くなります。

●ベビーカーをひろげて使用するときは、必ず買い物カゴに収納してください。

障害物等に引っかかって転●llの恐れがあります。

●混雑 した場所では他人の迷惑となることがありますので使用しないで くださ

い 。

●自立スタン ドが汚れている場合は衣服を汚す恐れがありますので、その場合は肩にかける前に汚れを拭いてください



まず、キヤスターを固定し、背もたれを倒し、」L-369は日除けを後ろ側にまとめ、JL-299は日除けを前に倒します。

●手元回ックスライグーをずらし、回ックを解除 します。

0折 りたたみレバーを握 りながら、後車輪を支点にして矢印方向に後へ倒すと折 りたためます。

0次 にレバーから手をはなし、左右のハン ドルグリップを逆さに持ち、手首を内側に回して折ると、自動フ

リます。

スムーズに折 りたためないときは車体にシー トやシー トベル ト等がはさみ込んでいることが考えられます。

加えず、いったん開き、はさみ込んでいる物をはずしてください。

ックがかか

無理に力を

△
注
意

●手元回ックスライグーは折 りたたみ後必ずロックして ください。また、折 りたたみ操作時以外は握 らな

いで ください。

ベビーカーが急に開 く恐れがあります。

●手元ロックスライダーをずらさずに折 りたたみレバーを握らないでください。

無理に握ると破損する恐れがあります。

●引っかかりやはさみ込み等を感 じたら、いちど開いて原因を確認 してください。

無理に折 りたたむと破損する恐れがあります。

●折 りたたむと自立スタン ドが出ます。自立スタン ドに無理な力を加えたり、持ち運びの際に,Sミつけたり、

引きずったりしないようにしてください。自立が不安定になったり破損する恐れがあります。

●背もたれは作」してから折 りたたんでください。背もたれを起こした状態では折 りたたみがかたくなりま

す。

●フロン トガー ドを逆さに取 り付けた状態で折りたたみますと、折 りたたみがきつ くなります。フ回ン ト

ガー ドを正 しく取 り付けて(P.7)折 りたたんでください。



〔縫製品の洗濯について〕
●シー ト、ガー ドカバーおよびCX」L-3 6 9の般ベル トカ

バーの洗濯

●丸洗いできますが、以下の点にご注意 ください。

●40°C以下の液温で、手洗いで洗ってください。

●通常の洗濯用洗剤が使用できますが、漂白剤や漂白斉」

入 りの洗斉Jは使えません。使用する洗剤の注意書きも

よくお読み ください。

●長時間つけ置させず、短時間で洗い上げてください。

色落ちの原因となります。

●十分すすぎ、軽 く脱水 した後、形を整えて平干 しして

ください。

●乾燥機の使用や ドライクリーエングはできません。

●日除け、買い物カゴの洗濯

●ブラシ等を使用し40°C以下の液温で手洗いしてくださ

い。よくすすいだ後、乾いた布で水分をvS、き取 り、陰

干 しして ください。

※製品の特性上若干色あせすることがあります。

※洗濯の際は天然脂肪酸をベースとした成分で、蛍光剤・

漂白剤 ・酵素などを含 まない 「コンビおむつ ・肌着洗

い」をおすすめします。また、快適にお使いいただく

ために、こまめに洗濯することをおすすめします。

(車体の清掃について〕
●車輪やプラステック部品及び金属部品の汚れは、水を

含ませよくしぼった布でしS、き取 ります。汚れがひどい

ときは、薄めた中性洗斉1を含んだ布でしS、いた後、水を

含 ませよくしぼった布で▼S、き取 り洗斉」分が残らないよ

うにします。

△注意
●車体の清掃には中性洗剤以外は使用しな

いでください。部品の変質、劣化の原因

となります。

」L-369には天然系繊維 (キトポリィ)を使用し
ています。
キ トポ リィは、植物性繊維ポリノジックに、力二やエビ

などからとれる天然の保湿 ・抗菌成分キ トサンを練 り込

んだ天然系繊維です。

〔注油につしヽて)
0き しみが発生 したり、作

動が鈍 くなって注油が必

要と思われる場合は、必

ず潤滑油を少量お使いく

ださい。多すぎるとほこ

りが付きやす くかえって

機能を低下させます。注

油箇所の泥や汚れはあら

かじめ,S、き取づてください。

なお右のイラス ト箇所に

は注油しないでください。

作動不良を起こす原因と

なります。    .

手元操作部

シートベルトの

バックル

フロントガードの

取イ寸吉吊

開閉ロック付近

キトポリィは「マンマミーアCX JL-369」のシ  汗 などによる繊維
― 卜・腰ベル ト・股ベル トカバーに使用され  上 の雑菌の繁殖を

ています。 抑えます。

※CHITOPOttDは 富士紡績株式会社により開発された繊維素材です。

キャスター回転部

0お 子 さまがなめる可能性の高いフロン ト

△ 注 意 |■
ド
、

ア
丁今イチト等

には油が付着し

ないようご注意 ください。

(点模につしヽて〕
ネジ類のゆるみ、部品の欠損及び作動不良等の異常がな

いか適時点検 してください。

●破損 ・異常が発生 した場合は、分解など自分で修理せ

ず、必ず修理を受けてください。そのまま使用します

と、重大な事故につながる恐れがあります。当社のお

客様相談室にご連絡 ください。

●修理/部 品販売の際は、まったく同じ部品がない場合

があり、色や仕様が若干異なることがありますので、

あらかじめご了承 ください。

△
注
意

●火の近 くや夏期の車内等高温になる場所での保管は

さけてください。故障や変形の原因となります。
●荷物を重ねたり、圧力が加わるような状態で保管し

ないでください。故障や変形の原因となります。

●低刺激 ・保湿性

刺激が少なく保湿性があります。

●抗菌性

優れた抗菌性が、

●直射 日光をさけ、湿気が少な く雨やほこりのかか らな

い場所に立てて保管 して ください。屋外で保管する場

合はカバーをかけることをおすすめ します。

●車の トランクに入れて運vSミ場合は、買い物カゴを下に

してねかせて ください。

△
警
告

●草体の破損、異常やシー ト及びシー トベル トにや
ぶれ、ほつれ等が発生した場合には、ただちに使
用を中止して必ず当社サービスマンの点検、修理
を受けてください。そのまま使用しますと、重大
な事故につながる恐れがあります。

△
注
意

●危険ですからむやみに改造や分解はしないで くだ

さい。
●お手入れの際に取 り外 した部品は、本書 をよく読

み正 しく取 り付けて ください。取 り外 したままで

すとお子 さまが危険です。


